
最高裁秘書第715号

令和4年3月11日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長中村 ’’

司法行政文書開示通知書

2月21日付け（同月24日受付、第030988号）で申出のありました司法

行政文書の開示について、下記のとおり開示することとしましたので通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

「知的財産権（金銭） 、知的財産権（金銭除く） 」で始まる文書（片面で2枚）

2 開示の実施方法

写しの送付

(担当）秘書課（文書室）電話03 （4233） 5240 （直通）



知的財産権(金銭） ，知的財産権(金銭除く）

令和3年12月

全地裁総数

東京地管内

横浜地管内

さいたま地管内

千葉地管内

水戸地管内

宇都宮地管内

前橋地管内

静岡地管内

甲府地管内

長野地管内

新潟地管内

大阪地管内

京都地管内

神戸地管内

奈良地管内

大津地管内

和歌山地管内

名古屋地管内

津地管内

岐阜地管内

福井地管内

金沢地管内

富山地管内

広島地管内

山口地管内

岡山地管内

鳥取地管内

松江地管内

福岡地管内

佐賀地管内

長崎地管内

大分地管内

熊本地管内

鹿児島地管内

宮崎地管内

那覇地管内
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仙台地管内

福島地管内

山形地管内

盛岡地管内

秋田地管内

青森地管内

札幌地管内

函館地管内

旭川地管内

釧路地管内

高松地管内

徳島地管内

高知地管内

松山地管内
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最高裁秘書第716号

令和4年3月11日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長中村 ’’

司法行政文書の開示についての通知書

2月21日付け（同月24日受付、第030988号）で申出のありました司法

行政文書の開示について、下記のとおり情報を提供することとしましたので通知し

ます。

記

1 提供する司法行政文書の情報等

（1） 4行目が「東京」で始まる文書（片面で2枚）

（2） 「地裁」で始まる文書（片面で1枚）

（3） 「うち知的財産権、知的財産（除金銭） 」で始まる文書（片面で1枚）

（4） 4行目が「東京高本庁」で始まる文書（片面で1枚）

（5） 「高裁」で始まる文書（片面で1枚）

2提供の実施方法

写しの送付

(担当）秘書課（文書室）電話03 （4233） 5240 （直通）



知的財産金銭,知的財産

既済総数対席・認容対席・棄却対席・却下欠席・認容欠席・棄却欠席・却下判決その他．決定・移送決定その他命令 和解 放棄 取下げ その他認諾
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令和3年 全地裁総数

東京

横浜

さいたま

千葉

水戸

宇都宮

前橋

静岡

甲府
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うち知的財産権,知的財産（除金銭）●

令和3年

全高裁総数・

東京高本庁,知的財産高裁

大阪高本庁

名古屋高本庁,名古屋高金沢

広島高本庁,広島高岡山,広島高松江

福岡高本庁,福岡高宮崎福岡高那覇

新受件数 ８
７
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１
１
１
０
０
０

１
０
。

１
１

仙台高本庁,仙台高秋田
｡

札幌高本庁

高松高本庁
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知的財産金鶴知的財産

既済総数棄却 取消し・自判取消し・差戻し取消し・移送却下 判決その他決定・移送決定・その他命令 和解 放緊 認諾 取下げ．訴え取下げ･控訴その他
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